
地域全体への貢献 

 

自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

１． ２． ３． ４．その他事業者 

26 火災・延焼を防いでいる例                                                         事例番号 203 
地域を火災から守るためにタブノキを植樹 
 

■取組主体 町屋町会連合会 ■取組の実施地域 東京都（荒川区） 

■業種 サービス業（他に分類されないもの） ■取組関連 URL  

 

  取組の概要                                                 

きっかけは一冊の本 

 町屋町会連合会の木内連合会長は、地元の神社や寺院の

総代をつとめており、境内の樹木の多面的な重要性に着

目、その保全・育成に取組んでいた。この活動を続ける

中で、植物生態学の第一人者である宮脇昭横浜国立大学

名誉教授の著書『鎮守の森』において、山形県の酒田市

の大火の際、タブノキを植えている場所で火の手が止ま

ったエピソードを読み、木造住宅が密集した町屋地域を

火災の延焼から守るため、街中でタブノキを植樹する取

組をスタートさせた。 

 町屋町会連合会として、現在、震災時に避難所となる学

校等の区施設周辺や一時避難所となる防災ひろばを中心に植樹している。 

 平成 24 年度は成木 20 本と苗木 100 本、平成 25 年度は成木 22 本と苗木 50 本を地域住民の協力に

より、植樹した。 

 

  取組の特徴                                                

町屋 100 年の森 防災事業計画 

 町屋町会連合会管内は、平成 25 年 9 月に東京都が発表した地震に関する総合危険度 5133 地点中 1

位（町屋４丁目）と 2位（荒川 6丁目）の地点があるほか、ほとんどの地点が 100 位以内にランク

付けされた都内でも最も震災に弱い地域である。 

 木内連合会長は、この総合危険度の発表前から地震による火災延焼の防止をはじめとした震災対策

を研究していた。植物生態学の第一人者・宮脇昭氏の著書に酒田の大火を止めた 2本のタブノキが

紹介されているのを読み、同書を大量に準備した。地域の会合がある度に自主的に配布するととも

に、区役所にも贈呈するなど、普段から町の人々に働きかけを行っていた。この取組から町会連合

会では自主的に「鎮守の森構想」をスタートし、まずは神社等からタブノキの植林を開始した。 

 続いて、平成 24 年度から始まった東京都の「地域の底力再生事業助成」の制度を活用し、「町屋 100

年の森防災事業計画」を開始し、連合町内会としてタブノキの植樹を推進した。第四峡田小学校、

第五峡田小学校を始めとした区施設周辺や一時避難所となる防災ひろばを中心に植樹している。ま

【植樹されたタブノキ】 
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た、今後、荒川区全体にこの取組を広げて行くことも検討している。 

 

木造密集市街地において、今、できることを 

 町屋地域は、木造住宅が密集し、家々の間はほとんどが狭隘な道路である。地震による家屋の倒壊

はもとより、普段でも消防車などが火事の現場から少し離れたところまでしか到達できないところ

も散見される。震災時には、消防車の不足や現場到着の困難が予想されるが、密集市街地における

燃えない壊れないまちづくりの推進には時間がかかるため、延焼を抑止、あるいは遅らせることが

期待されるタブノキの植林を進めている。 

 道路の拡幅や住宅の建替えなども進みつつあるが、これらと併せて民地側ではタブノキの植林を推

進することで、燃えないまちづくりが多面的に進展することが期待される。 

 また、火災による延焼防止のための道路の拡幅や住宅の建替えには、高額な費用と相当な期間を要

するが、防火林による延焼防止対策は、それらに比べ経費と時間を低く抑えることができる。 

 

地域全体で維持管理に取組む 

 延焼防止の効果が発揮されるまでタブノキが成長した場合には、住宅が日陰になることや虫の発生

懸念等があるため、近隣住民に影響が最小限となる場所の選定に苦労した。 

 また、早期に効果が出るように、可能な限り成長した苗木(2 メートル以上)の植樹を行うよう取組

んでいる。このため、タブノキの根が付きやすい時期に植樹する必要があるとともに、継続的な散

水など、確実に根付くための管理に手間がかかる一面もある。 

 これらの維持管理にあたっては、町会連合会で取組むとともに、学校の教師や PTA、消防団などに

も働きかけ、地域全体で取組を進めるよう配慮している。 

 

  防災・減災以外の効果                                             

まちの緑を増やす 

 本地区は木造住宅が密集し、樹木が少ない状況にある。植樹によってヒートアイランド現象の緩和

や樹木が身近にあることにより、地域住民の生活に潤いが生まれることが期待される。また、避難

所となっている学校の子どもたちにも植樹体験をしてもらっていることから、子どもたちが地域へ

愛着を持つきっかけにもなっている。 

 

  周囲の声                                                   

 地元の団体が自主的に取組むことにより、防災に対する意識が拡がっていくことが重要だと考えて

いる。密集市街地における防災対策については、我々としても着実に取組んでいるが、ハード整備

に加えて、ソフトな取組に対する意識を浸透させることも大切である。タブノキを植樹する取組は、

これらを地域に着実に定着させる、住民に思いが伝わる活動であると考えている。（地方公共団体）

 


